
　　　　
放
射
線
治
療
は
、
こ
れ
ま
で
緩
和
医

療
や
、
が
ん
手
術
後
の
再
発
予
防
や
化

学
療
法
と
の
併
用
な
ど
に
用
い
ら
れ
て

き
た
が
、
近
年
は
技
術
が
大
幅
に
進
化
。

放
射
線
治
療
だ
け
で
完
治
す
る
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
い
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
約

１
万
人
の
が
ん
患
者
を
診
療
し
て
き
た

大
船
中
央
病
院
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー

長
の
武
田
篤
也
医
師
は
、
劇
的
に
進
化

し
た
技
術
を
解
説
す
る
。

「
た
と
え
ば
、
農
薬
は
野
菜
を
守
り
な

が
ら
害
虫
を
駆
除
し
ま
す
よ
ね
。
従
来

の
が
ん
放
射
線
治
療
は
そ
の
害
虫
駆
除

に
似
て
い
て
、
正
常
組
織
を
守
り
な
が

ら
広
い
範
囲
に
少
し
ず
つ
照
射
す
る
コ

ン
セ
プ
ト
で
し
た
。
そ
れ
が
現
在
で
は

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
に
よ
っ
て
、
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
に
が
ん
を
狙
い
撃
ち
し
、

格
段
に
高
い
放
射
線
を
当
て
て
、
安
全

か
つ
確
実
に
が
ん
を
退
治
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
」

　
放
射
線
を
病
巣
に
絞
っ
て
照
射
す
る

技
法
は
１
９
９
０
年
代
か
ら
開
発
さ
れ

て
き
た
。
近
年
は
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ（
強
度
変

調
放
射
線
治
療
）
の
進
化
版
で
あ
る
Ｖ

Ｍ
Ａ
Ｔ（
強
度
変
調
回
転
放
射
線
治
療
）

に
よ
り
、
３
６
０
度
方
向
か
ら
強
弱
を

つ
け
た
放
射
線
を
当
て
て
、
よ
り
理
想

的
な
線
量
分
布
が
可
能
に
。
武
田
医
師

は
、
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
技
法
を
が
ん
病
巣
に

強
い
放
射
線
を
集
中
照
射
す
る
Ｓ
Ｂ
Ｒ

Ｔ（
体
幹
部
定
位
放
射
線
治
療
）
に
用

い
て
い
る
。

「
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
い
う
高
度
な
照
射
技
術

を
Ｓ
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
が

ん
病
巣
に
極
め
て
強
い
放
射
線
を
集
中

照
射
し
な
が
ら
周
辺
の
正
常
組
織
へ
の

影
響
を
よ
り
少
な
く
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。で
す
か
ら
、高
い
治
療
効
果
と
安

全
性
が
両
立
で
き
る
の
で
す
。
対
象
と

な
る
の
は
肺
、
肝
臓
、
前
立
腺
、
腎
臓
、

膵
臓
が
ん
と
脊
椎（
背
骨
）へ
の
転
移
な

ど
。
早
期
が
ん
に
対
す
る
治
療
と
し
て

発
展
し
ま
し
た
が
、
徐
々
に
転
移
に
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」

　
放
射
線
を
ど
の
よ
う
に
集
中
さ
せ
る

か
は
病
院
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
同
院

で
は
治
療
範
囲
の
辺
縁
に
は
標
準
的
な

量
を
照
射
し
な
が
ら
病
巣
中
心
部
に
は

約
２
倍
の
放
射
線
を
集
中
さ
せ
る
照
射

法
を
考
案
（
上
図
参
照
）。
こ
の
結
果
、

例
え
ば
同
院
で
の
早
期
肺
が
ん
に
対
す

る
３
年
局
所
制
御
率
は
99
％
。
逆
に
言

え
ば
、
再
発
率
は
１
％
だ
と
い
う
。
こ

の
数
字
は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
。

　
Ｓ
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
治
療
は
、
主
に
高
齢
者

や
持
病
の
あ
る
方
に
行
わ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
１
回
30
分
の
照
射
を
５
回
受

け
れ
ば
終
了
す
る
た
め
仕
事
を
持
つ
人

で
も
治
療
を
受
け
や
す
い
。
今
後
、Ｓ

Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
普
及
が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。

高
線
量
の
放
射
線
を
集
中

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
照
射

が
ん
治
療
の
中
で
も
、飛
躍
的
に
進
歩
し
た
の
が
放
射
線
治
療
だ
。緻
密
な
照
射

計
画
で
、ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
が
ん
を
攻
撃
す
る
た
め
、短
期
間
の
通
院
治
療
で
完

治
も
目
指
せ
る
。こ
の
治
療
法
に
つ
い
て
大
船
中
央
病
院
の
武
田
篤
也
医
師
に

聞
い
た
。

たけだ・あつや　1994年慶應
義塾大学医学部卒業。慶應大学
病院、防衛医科大学校病院、都
立広尾病院を経て、2005年に
大船中央病院に赴任して放射
線治療センターを開設。これま
で3000例を超えるSBRTを
行う。著書に『最新科学が進化
させた世界一やさしいがん治
療』（KKベストセラーズ）など。

大船中央病院
放射線治療センター長
横浜市立大学客員教授
東海大学客員教授

武田 篤也

５
回
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通
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で
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身
体
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や
さ
し
い
治
療
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体幹部定位放射線治療

H A L C YON
（ハルシオン）
は、高い精度
の治療を短時
間で快適に受
けられるよう
に開発された
放射線治療装
置。静かで圧
迫感がなく、
治療台に昇り
降りしやすく
デザインされ
ている。

がん病巣に対
して通常より
強く放射線を
集中照射する
技術で高い局
所制御率を保
っている。
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